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市民の皆様や松戸市に関わりのある方、松戸市を応援してくださる方からの温か
いご理解のもと、皆様からのご寄附を本市の市政発展のために役立ててまいります。

松戸市では、市の将来像を「いきいきとした市民の舞台」「ここちよい地域の舞
台」「風格のある都市の舞台」のあるまち・松戸と定め、住んでよいまち・訪ねて
よいまちの実現を目指しています。

３つの舞台に薫る自然や文化・芸術などの豊かさの中で、賑わいや和みを享受し、
互いを尊重しながら、「元気な松戸」「魅力的なふるさと松戸」づくりを進めてま
いります。

令和２年度は、皆様からの「市のコロナ対策のために寄附をしたい」という声を
受け、コロナ対策緊急寄附を創設いたしました。
また、新たな取り組みとして、ガバメントクラウドファンディング（GCF)※を活

用し、２１世紀の森と広場「新たな遊び空間整備」に支援を募りました。最終的に
目標額を超える寄附を頂戴いたしました。皆様からの多大なるご支援に御礼申し上
げます。

今後とも、松戸市を応援していただきますようお願い申し上げます。

※ふるさと納税の寄附金の使い道を、より具体的にプロジェクト化し、そのプロジェクトに共感した方から寄
附を募る仕組み

みなさまの応援をかたちに

１ 寄附の概要

松戸市では、次の全１５種類の寄附金の使い道を提案しており、寄附者
の皆様が選択されるそれぞれの使い道で活用させていただきます。さらに
具体的な使い道のご希望がある場合は、寄附者の皆様の想いをお聞かせい
ただき、可能な限りご希望に沿うよう活用させていただきます。

寄附金の使い道

１ 新病院建設事業 ９ 学校教育推進事業

２ 緑化推進事業 10 社会教育芸術文化振興事業

３ 福祉のまちづくり事業 11 スポーツ普及振興事業

４ 子育て支援事業 12 環境施策推進事業

５ 高齢者支援事業 13 消防救急対策事業

６ 障害者支援事業 14 コロナ対策緊急寄附金

７ 協働のまちづくり事業 15 市におまかせ

８ 安全で安心なまちづくり事業



令和２年度 寄附件数と金額の内訳

令和２年度寄附金使途別受け入れ内訳

使途 件数 金額（円）

01.新病院建設事業 362 7,918,000
02.緑化推進事業 80 1,606,000
03.福祉のまちづくり事業 102 3,575,020
04.子育て支援事業 762 18,435,000
05.高齢者支援事業 71 1,416,000
06.障害者支援事業 57 2,022,000

07.協働のまちづくり事業 27 849,240
08.安全で安心なまちづくり事業 39 794,000
09.学校教育推進事業 113 3,119,000
10.社会教育芸術文化振興事業 73 1,780,137
11.スポーツ普及振興事業 38 1,812,000
12.環境施策推進事業 74 1,868,000
13.防災・消防救急対策事業 116 3,763,000
14.市におまかせ 1,033 24,608,000
15.コロナ対策緊急寄附 1,603 52,795,953
その他 庁舎建設基金 1 115,100,000
その他 松戸市21世紀の森と広場

未来につなげる新たな遊び空間整備 208 5,948,000
その他 夜間小児救急センター運営費用として 2 2,000,000
その他 経済的に不自由な児童・生徒のために 12 153,000
その他 平和事業 5 97,000
合計 4,778 249,659,350

個人 団体 合計
市内 市外 市内外
件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

316 15,197,000 4,391 101,348,000 71 133,114,350 4,778 249,659,350



２ 寄附金活用事例

皆様からいただいた寄附は、大切に使わせていただきました。
活用事例の一部をご紹介いたします。

地域医療・新型コロナウイルス感染症対策関連

陰圧車椅子（アイソレータ）の導入

感染症の患者さんを搬送するためには陰圧機能を持つ移動機器が必要
です。患者さんの状態に合わせベッド型・車椅子型を選択し、最適な移
動機器を使用することで、安全かつ効率的に移動することが可能となり
ます。

松戸市立総合医療センターでは陰圧機能を持つ移動機器としてベッド
型を1台保有していましたが、次の２つの課題がありました。

①ベッドの自重が重く、移動には２名以上の補助を要すること。
②ベッド架台への昇降時に体勢を崩しやすいこと。

車椅子型には、次の２つの特長があります。
①１名の補助で容易に移動できること。
②坐位がとれる患者さんはベッド型よりも昇降が容易であること。

新型コロナウイルス感染症の拡大に対して、松戸市立総合医療セン
ターにおいても陰圧車椅子型が緊急的に必要になりました。
現在では、患者さんの状態に合わせベッド型・車椅子型を選択し、安全
かつ効率的に移動することができるようになりました。

■機器の概要

・メーカー ㈱日本医化器械製作所

・製品名 車椅子型アイソレータ
陰圧タイプ

・数 量 １台

コロナ対策
緊急寄附



地域医療・新型コロナウイルス感染症対策関連

全自動ＰＣＲ検査装置を導入

新型コロナウイルスの感染有無を判定するために、保健所や民間検査
会社を通じて検査を実施しておりますが、その場合、結果が判明するの
は翌日〜翌々日になり、その間、患者さんには専用の病床等でお待ちい
ただきます。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、疑い患者さんの判定を迅速
に行わないとスムーズな医療活動ができず、⽀障を来す可能性がありま

した。

このたびの全⾃動ＰＣＲ検査装置は、１回当たり約３時間で１２⼈分

の検査結果が判明することから、これまで結果判明までに要していた時
間が大幅に短縮されること、また、検査を自動化することで、検査技師
の負担軽減と検査精度の向上にもつながるということで、本機の導入を
決定いたしました。

現在は、全身麻酔を要する患者さんに対する院内検査に活⽤しており

ます。

■機器の概要

・メーカー プレシジョン・システム
・サイエンス㈱

・製品名 全自動遺伝子検査装置
エリートインジーニアス
１２検体用

・数 量 １台

寄附金活用事例

コロナ対策
緊急寄附



■夜間小児急病センターについて
松戸市夜間小児急病センターは、夜になり急に

具合の悪くなったお子さんに、翌朝までの初期診
療を、毎日午後6時から午後11時まで行っており
ます。

診療にあたるのは、小児専門医だけでなく、小
児の医療になれた医師が参加しておりますので、
安心してご来院ください。

寄附金活用事例

地域医療・新型コロナウイルス感染症対策関連

非接触型検温器設置

市役所等に来庁される皆様が、簡便・安全に体表温を測定することがで
きるように、非接触型検温器を導入しました。

救急医療対策事業

夜間小児急病センター利用者の皆様、特に初診の方の利便性向上を図る
ため、総合医療センター駐車場内に誘導サインを設置いたしました。

コロナ対策
緊急寄附



■こんな活動に助成しました

居場所提供と家出女性保護事業（ＮＰＯ法人仮り暮らし）

様々な理由で「家に居場所が無い」と感じる
女性たちに、低額で長時間滞在できる場所を
提供しています。また、家出についての相談
を受付けるとともに、実際に家出した女性を
保護し、家庭復帰や資格取得の支援など、自
立した生活ができるよう活動しています。

介護予防リーダーの育成と介護予防運動の普及事業（松戸リーダーズクラブ）

コロナ禍において、ますます重要な意義を持つ「介護予防」を広めるた
めに活動しています。介護予防青空
体操・オンライン介護予防体操の実
施や、自宅でできる体操をまとめた
「イエトレパンフレット」を作成し、
高齢者の介護予防への意識を高める
事業を行っています。

寄附金活用事例

協働のまちづくり

市民活動助成事業

■事業の目的・内容
松戸を大切に想ってくださっている方が自ら立ち上がり、知恵と工夫を

重ねて地域問題を解決する活動に、助成金を交付しています。
松戸市では高齢化率の進展や、少子化、外国人の方の増加などの変化が

生じています。毎年目まぐるしく変わっていく状況により、暮らしている
人たちの身近で生じる課題も多様化・複雑化しています。松戸市はそのよ
うな課題を、自分たちの力で解決していこうとする人たちをサポートして
います。

■助成事業
・スタート助成 １７事業 ・ステップアップ助成 ５事業



■事業の目的・内容
松戸市では「まつど吹奏楽応援団」として、家庭等で眠っていた楽器の

寄附を募り、市内楽器店の協力によるメンテナンスを経て再び目覚めさせ、
各学校へ配備する取り組みを行っています。

この取り組みは、経費節減を図ることのみでなく、市民等に愛着ある楽
器の継承と吹奏楽・管弦楽を応援する風土を醸成し、児童・生徒にとって
は、ものを大切にするという≪もったいない精神≫に則り、愛着ある楽器
を再活用することで更なる活躍の一助となることを目的としています。

■活用実績
譜面台を購入し、
市内中学校４校に寄贈しました。

■利用者の声

寄附金活用事例

教育・スポーツ・文化

まつど吹奏楽応援団

私たちの活動のためにきれいな譜面台を
ありがとうございました。

合奏の時にはなくてはならないものですが、指揮者
用の譜面台は今まできちんとしたものはなく、普通
の譜面台にコルクボードを置いて使っていました。
新しいものは大きな譜面にも対応しており、大変助
かっております。

これからも大切に使わせていただきたいと思います。

中学校夜間学級事業

■事業の目的・内容
文部科学省の義務教育未終了の方の、就学機会の充実を目指しています。

■活用実績
９５，０００円 タブレットPC用キャビネット４４台収納 １台

ＧⅠＧＡスクール構想に対応するため導入したタブレットの、充電・保管
するキャビネットを購入しました。



寄附金活用事例

教育・スポーツ・文化

オリンピック・パラリンピック強化指定選手奨励金交付事業

■事業の目的・内容
新たな松戸市出身のオリンピック・パラリ

ンピック選手誕生を目的として、将来的な活
躍が見込まれる選手に対し、さらなる向上を
願うとともに支援を行うため奨励金を交付し
ています。具体的には国や県が定める強化指
定選手に指定された者で松戸市に在住・在勤
等の選手に対し、年間１０万円を上限に奨励
金を交付しています。

■活用実績
１，１００，０００円

スポーツ競技大会優秀選手褒賞金交付事業

■事業の目的・内容
オリンピック・パラリンピックや世界大会、アジア大会、国民体育大会、

全国大会等で優秀な成績（３位以上）を収めた選手に対し、その功績を称
えるため、褒賞金を交付する。金額は１万円（全国大会３位）～３０万円
（オリンピック・パラリンピック金メダル）

■活用実績
１１０，０００円



寄附金活用事例

教育・スポーツ・文化

戸定歴史館施設維持管理業務

■事業の目的・内容
戸定邸及び戸定歴史館を適正に維持管理するもの。

※戸定邸庭園（旧徳川昭武庭園）は国の名勝指定されており、建物の戸定
邸は国の重要文化財に指定されています。

■活用実績
２１５，１３７円 空調機修繕の一部に充当



寄附金活用事例

２１世紀の森と広場

２１世紀の森と広場 遊具等施設整備事業

■事業の目的・内容
「広場あそび」をきっかけに水辺や森での体験（「森あそび」「水辺あ

そび」「野良あそび」）に繋げ、自然に関心を持ってもらうことを目的と
しています。

■活用実績
５，９４８，０００円

２１世紀の森と広場内の「あそびのすみか（大型遊具）」整備費用の一部
に使用しました。

■ジオマウンテン

かつての生き物が眠る地層や、岩石
の風化・浸食を想起させる砂山。砂山
の壁には、化石をモチーフにした石が
埋め込まれており、発掘や宝探しがで
きる仕掛けになっています。

■昆虫のスミカ

蟻塚や洞窟住居を思わせる自然の中に
現れる山型の造形で、子供たちが昆虫
となって巣穴の迷路を駆け回る多様な
スライダーやトンネルなどが楽しめま
す。

■縄文サークル

竪穴式住居の形状をイメージした、
ネットや吊り橋で遊ぶ複合遊具。円形
に配置することで、「縄文のムラ」の
風景を作ります。

ＧＣＦ



寄附金活用事例

２１世紀の森と広場

２１世紀の森と広場 ランニングマナーマップ作成

■事業の目的・内容
２１世紀の森と広場内をランニングされる方に向けて、コースの紹介や

マナーの啓発を行うためのマップを作成しました。

■活用実績



寄附金活用事例

子ども・子育て支援

放課後児童健全育成業務

■事業の目的・内容
放課後児童健全育成業務（放課後児童クラブ）は、保護者が就労等の理

由で昼間家庭にいない小学生の児童を放課後にお預かりし、児童の健全な
育成を図ることを目的としています。

■活用実績
幸谷放課後児童クラブ新規建設に伴い、
冷蔵庫を購入しました。
１台：１２４，３００円

子どもの学習支援事業 備品購入

■事業の目的・内容
・ひとり親世帯児童に対して、学習支援を行い基礎学力の向上を図ります。
・自宅以外の居場所（同世代の児童とのコミュニケーションの場）を提供
します。

・必要に応じてカウンセリングを行います。

■活用実績
・ＰＯＰコンクール受賞書籍 ９冊×６施設＝５１，２１６円
・書籍掲示用スタンド ９個×６施設＝３１，４１６円
・ＰＯＰ装飾用クリップ １パック×６施設＝１９，３５８円

計 １０１，９９０円



寄附金活用事例

子ども・子育て支援

児童館管理運営事業

■常盤平児童福祉館へ来館する子どもたちが、屋外で遊んだり、おしゃべ
りをしたりする際に熱中症を予防するために日よけ等を購入しました。

■活用実績
①日よけスクリーンの購入
（実績額：１２２，９８０円）

②屋外用テーブルの購入
（実績額： ７７，０００円）

保育所備品等購入

■給食時に児童が使用する食器類や、保育活動時に児童が使用する、絵
本・玩具を購入しました。

地域子ども・子育て支援事業 母子保健型利用者支援業務

■妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない支援を提供するために
市内3か所に設置されている「子育て世代包括支援センター（通称
親子すこやかセンター）」の備品を購入しました。

■活用実績
①体重計 １台（実績額：６５，３４０円）
訪問先での赤ちゃんの体重測定のため

②電動自転車 ３台（実績額：２７５，７００円）
家庭訪問や地区活動に活用



寄附金活用事例

高齢者支援

老人福祉センター施設用備品購入

老人福祉センターの施設用備品購入費として
活用させていただきました。

■活用実績
・矢切老人福祉センター 加湿器 他
・常盤平老人福祉センター 椅子 他

防災・消防救急対策事業

車両維持管理業務

■西口消防署の水難救助隊が活用するための救助機器類、救命ゴムボート
を購入しました。

■活用実績
救助機器類、救命ゴムボート（実績額： ９９９，９００円）

■松戸市では高額寄附をいただいた方に、市長から感謝状と記念品を贈呈
しております。

【過去の実施状況】
平成29年度－29（個人・団体）平成30年 5月22日感謝状贈呈式実施
平成30年度－29（個人・団体）令和元年 5月21日感謝状贈呈式実施
令和元年度－19（個人・団体）令和２年11月20日感謝状贈呈式実施

３ 高額寄附をいただいた方へ
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